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葛飾区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

この冊子は、印刷用の紙へリサイクルできます。



 

 

持続可能な「幸せ かつしか」の実現に向けて 
 
 平成 27年９月に国連サミットにおいてＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）が採択されて８
年が経ち、その実現に向けて、全国の地方自治体や企業、地域団体等において様々な取組が
進められています。本区においては、令和３年に策定した葛飾区基本計画の基本方針に「区
民との協働による、いつまでも幸せに暮らせるまちづくり」を掲げ、持続可能なまちづくり
を進めているところです。 
 
 この間、新型コロナウイルス感染症の流行やロシアのウクライナ侵攻、各地での自然災害
の激甚化、デジタル技術の急速な進展など、社会を取り巻く環境は著しく変化し続けていま
す。ＳＤＧｓの達成と持続可能な社会の実現のためには、このような社会の変化に柔軟に対
応するとともに、常に長期的な視点を持ち、課題解決していくことが求められます。 
 この度策定した「葛飾区ＳＤＧｓ推進計画」には、本区が特に重点的に進めていく取組
や新たに挑戦する取組、スピードを上げる必要がある取組を「ＳＤＧｓかつしか未来プロ
ジェクト」としてまとめました。また、区民や事業者等の皆様が取組を進めるために参考
となる行動事例などをお示ししています。 
葛飾区は、この「葛飾区ＳＤＧｓ推進計画」に基づき、全ての区民や事業者等の皆様と

の連携・協働を更に進め、ＳＤＧｓの達成に向けた取組をこれまで以上に推進し、「誰一人
取り残さない」という理念の下、持続可能な葛飾を実現してまいります。 
誰もが「住んでみたい」「住んでよかった」「住み続けたい」という思いを実感でき、幸せ

に暮らせる葛飾区の未来、「持続可能な『幸せ かつしか』」を一緒に作っていきましょう。 
 
 最後に、計画策定に当たり、区議会の皆様をはじめ、アンケートやパブリック・コメン
トなどでご意見やご提案をいただきました多くの皆様に心から感謝申し上げます。 
 
 
 

令和５年３月 
      
 
 
 
 
  葛飾区長  
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１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 
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「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 
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「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 
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●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 
 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！  

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 
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★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！  

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  貧貧困困  
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。 
 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する。 
 

５５  ジジェェンンダダーー  
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及
び女児の能力強化を行う。 
 

７７  エエネネルルギギーー  
全ての人々の、安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを
確保する。 
 

９９  イインンフフララ、、産産業業化化、、イイノノベベーーシショョンン  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。 

３３  保保健健  

1111  持持続続可可能能なな都都市市  
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。 
 

1133  気気候候変変動動  

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。 
 

1155  陸陸上上資資源源  
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。 
 
1177  実実施施手手段段  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。 
 

２２  飢飢餓餓  
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。 
 

４４  教教育育  
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進
する。 
 

６６  水水・・衛衛生生  
全ての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。 
 

８８  経経済済成成長長とと雇雇用用  
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全て
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。 

1100  不不平平等等  
各国内及び各国間の不平等を是正する。 
 

1122  持持続続可可能能なな生生産産とと消消費費  

1144  海海洋洋資資源源  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。 
 

1166  平平和和  
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、全ての人々に司法へのアク
セスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する。 
 

持続可能な生産消費形態を確保する。 
 

●ターゲットについて 

 各ゴールには、それぞれ具体的なターゲット（目標年限や対象、

実施手段など）が設定されています。 

ターゲットの内容は外務省のホームページから確認できます。 ▲外務省ホームページ
(JAPAN SDGs Action Platform) 

ＳＤＧｓの 17 ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓ・・？！ 

●平成 27年９月に開催された国連サミットで採択された、世界共通で目指す 

「Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標」のことです。 

頭文字の４文字をとって「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）」と言います。 
 

●言い換えると、「地球上のみんなが、いつまでも幸せに暮らしていくために、 

達成しなければならない、みんなの目標」とも言えます。 

●経済を優先して開発すると、森林破壊や海洋汚染などを 

引き起こしてしまう‥環境だけを考えて開発を止めると、 

雇用や利便性が失われてしまう‥。世界にはこうした両立 

できない関係性を持つ問題は少なくありません。 

●そうした問題を乗り越え、ＳＤＧｓを達成するためには、 

「経済」「社会」「環境」の３要素を意識してバランス 

よく取り組む必要があります。 

●●ＳＤＧｓは、一見難しそうですが、私たちの 

身近なところでできることがたくさんあります。 
 

●私たち一人一人が“自分事”として捉え、小さな 

選択や行動を積み重ねることが大きな力となり、 

持続可能なより良い未来へとつながります。 

エス・ディー・ジーズ 

経済

環境社会

例例ええばば……  

★★調調和和をを図図ろろうう！！  

★★身身近近ななここととかからら始始めめよようう！！  

●貧困や教育、気候変動への対応、あらゆる格差の是正など、17 のゴールと 

169のターゲットがあり、令和 12 年を目標の達成年限としています。 
 

●誰一人取り残さないという原則のもと、発展途上国だけでなく先進国を含む 

全ての国が、そして世界中の様々な企業が、さらには地球上に住む全ての人 

が一丸となって取り組んでいくことが求められています。 

⇒ 身近な行動事例は「第４章」へ！  
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健やかな生活習慣形成、②疾病予防・重症化予防、③介護予防・フレイル※P97対策、認知症
予防の３点が重点課題として挙げられています。 
また、国は、子ども政策について重点的に取り組んでおり、「児童の権利に関する条約（子

どもの権利条約）」の内容を汲んだ国内初の子どもに関する基本法である「こども基本法」
を令和４年に公布しました。同法には、「こども施策に対するこども等の意見の反映」のほ
か、「こども施策に係る支援の総合的かつ一体的な提供のための体制の整備等」や「関係者
相互の有機的な連携の確保等」が定められており、子どもに関連する各主体の連携が重視さ
れています。「こども基本法」には、「基本理念にのっとり、こども施策に関し、国及び他の
地方公共団体との連携を図りつつ、その区域内におけるこどもの状況に応じた施策を策定し、
及び実施する責務を有する」と定められています。また、国が策定する「こども大綱」を勘
案し、こども施策についての計画である「こども計画」を定めることが努力義務とされてい
ます。 
子どもによる家族介護が学業や生活へ悪影響を及ぼす、ヤングケアラー※P97 問題が顕在

化しています。厚生労働省の令和４年度予算では、「ヤングケアラーへの支援」が施策とし
て初めて盛り込まれました。 
 
（３）環境 
平成 30年に開催された気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）総会において、いわ

ゆる「1.5℃特別報告書」が承認されました。これは、産業革命以降の温度上昇を 1.5℃以
内に抑えるためには、令和 32年までにカーボンニュートラル※P94を実現させる必要がある
というものです。これ以降、世界各国が令和 32年までのカーボンニュートラル実現を表明
しています。 
日本でも、令和２年 10月に令和 32年までにカーボンニュートラルを目指すことを宣言

したところです。本区は、国の動きに先駆け、令和２年２月に、温室効果ガス（二酸化炭素）
の排出量を実質ゼロにする「ゼロエミッションかつしか」を目指すことを宣言しており、再
生可能エネルギーの導入や資源循環の推進など、様々な分野における取組を進めています。 
また、気候変動の影響により災害のリスクが高まることが予測される中、災害対策は引き

続き喫緊の課題です。令和元年東日本台風では、全国 142 か所で堤防が決壊し、河川の氾
濫により都市部を含む約 35,000ha が浸水したほか、これまで浸水想定区域図が作成され
てこなかった中小河川の氾濫による人的被害の発生や、災害情報の伝達等のソフト面におい
ても、多くの課題が明らかになりました。気象庁の観測では、最近 30年間（平成２～31年）
と統計開始の 30年間（明治 34～昭和５年）で比較すると、日降水量 200mm以上の大雨
の年間発生日数は約 1.7 倍に増加しており、今後も更に水害のリスクが高まってくること
が指摘されています。 
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令和３年５月に施行された「災害対策基本法等の一部を改正する法律」に基づき、国の「防
災基本計画」も修正され、住民への情報提供や個別避難計画の作成、広域避難に係る項目が
大幅に加筆されるなど、より積極的な対応が必要となっています。これに合わせ、内閣府の
防災・減災、国土強靱化ワーキンググループは、電気・通信の強靭性を高め、デジタル技術
を極限まで活用することを提言しています。 

 
 
２ 我が国におけるＳＤＧｓの状況 
（１）日本の達成状況 
令和４年６月に、国際的な研究組織である「持続可能な開発ソリューション・ネットワー

ク (ＳＤＳＮ)」が、各国のＳＤＧｓの達成度合いを評価した「Sustainable Development 
Report (持続可能な開発報告書) 」の令和４年版を発表しました。このレポートで日本は、
163か国中 19位と、前年から１つ順位を落とす結果となっています。また、「５ ジェンダ
ー平等を実現しよう」「12 つくる責任つかう責任」「13 気候変動に具体的な対策を」「14 
海の豊かさを守ろう」「15 陸の豊かさも守ろう」「17 パートナーシップで目標を達成しよ
う」のゴールについて、深刻な課題があると挙げられています。 
ＳＤＧｓの達成には、個人・企業等様々な主体が関与することが期待されることから、国

のＳＤＧｓ推進本部は、「ＳＤＧｓアクションプラン 2022」を策定し、市民社会や有識者、
民間企業、国際機関等の関係者が集まる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）推進円卓会議を中
心として幅広いステークホルダー※P95との意見交換を行うこととしています。 
 

（２）自治体の状況 
令和３年度に自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会が実施した調査によると、回答した

1,418自治体のうち 94.5％がＳＤＧｓについて関心を持っており、65.7％がＳＤＧｓ達成
に向けて取組を推進していると回答しています。 
各自治体とも、ＳＤＧｓの達成に向け、地方版総合戦略や総合計画等への関連施策の反映

を進めている一方、他機関にまたがり連携・協力して取組を進めていくための「体制づくり」
や「ステークホルダーとの連携」が課題となっています。そのため、今後は、自治体発信の
取組のみならず、個人・企業等様々な主体と協力した、より発展的で高度な取組の推進が必
要とされています。 
 

（３）ＳＤＧｓとＤＸ※P92 
少子高齢化の急速な進展、頻発する自然災害等の社会課題に直面していることに加え、新

型コロナウイルス感染症の影響により、ｅ-コマース※P92の拡大やテレワーク※P96の進展な
ど、生活や経済面において急速なデジタル化が進行しています。 
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第１章 計画策定に当たって 
 
１ 計画の背景及び目的 
 本区では、令和３年に策定した「葛飾区基本計画」に基づき、「夢と誇りあるふるさと葛
飾の実現」と「区民との協働による、いつまでも幸せに暮らせるまちづくり」を目指して区
政を進めています。「葛飾区基本計画」では、ＳＤＧｓが目指す経済・社会・環境の全ての
面における発展に向け、各政策・施策とＳＤＧｓの 17 のゴールの関係を整理しています。 
 また、この間、区長を本部長とする葛飾区ＳＤＧｓ推進本部を設置し、全庁を挙げてＳＤ
Ｇｓの達成に向けた取組やＳＤＧｓの普及と理解の促進を図ってきました。 
 これらの取組を更に推進することで、ＳＤＧｓの達成を目指し、もって本区の持続可能な
発展を実現するために葛飾区ＳＤＧｓ推進計画（以下「本計画」という。）を策定します。 
 
 
２ 計画の位置付け 
 本計画は、「葛飾区基本計画」に基づき、ＳＤＧｓの達成に向けて本区が更に推し進める
べき取組の方向性を示すとともに、区民・事業者等の多様な主体との連携・協働を進めてい
くために共有する指針を定めるものです。この方向性や指針に基づき、「葛飾区中期実施計
画」において、具体的な事業を位置付けていきます。 
 
 
３ 計画の期間 
 本計画は、令和５年度から令和 12年度までを計画期間とします。ただし、計画期間中に
おいても、社会情勢などの変化等を踏まえ、必要に応じて見直しを行います。 
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 本計画は、「葛飾区基本計画」に基づき、ＳＤＧｓの達成に向けて本区が更に推し進める
べき取組の方向性を示すとともに、区民・事業者等の多様な主体との連携・協働を進めてい
くために共有する指針を定めるものです。この方向性や指針に基づき、「葛飾区中期実施計
画」において、具体的な事業を位置付けていきます。 
 
 
３ 計画の期間 
 本計画は、令和５年度から令和 12年度までを計画期間とします。ただし、計画期間中に
おいても、社会情勢などの変化等を踏まえ、必要に応じて見直しを行います。 
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４ 将来ビジョン 
 我が国は、高度経済成長期を経て発展した社会を築きあげて来ましたが、近年は、少子高
齢化に伴う人口減少が深刻な問題として大きな社会的関心を集めています。こうした事態に
歯止めをかけ、将来にわたり活力ある日本社会を維持していくため、国は、平成 26年に「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、各自治体が掲げる「地方版総合戦略」と一体と
なって各地域が自律的、持続的に人口減少の克服と地域の活性化に取り組んでいます。 
本区の人口は、平成 12 年以来、主に転入による人口の増加が続き、現在の総人口は 46

万人を超えています。しかしながら、令和７年以降は死亡者数が出生者数と転入超過数を上
回るため人口減少に転じ、年齢構成も令和 32 年には老年人口が約 30％に達する見込みで
す。基礎自治体において少子高齢化や人口減少が進行すると、社会保障費の増大や税収減に
伴う財政環境の悪化、地域コミュニティの衰退など様々な問題が起こり、保健、福祉、子育
てなど各種行政サービスに大きな影響をもたらします。 
本区は、これまでも「葛飾区基本計画」や「葛飾区総合戦略」にまちづくりの推進や子育

て環境の充実、区内産業の活性化などを掲げ、人が集い安心して暮らせる地域づくりを進め
てきましたが、少子高齢化が進み人口減少が目前に迫る中、更に子育てや教育施策などを充
実させ、若年層やファミリー層の転入を促進し、新しい産業や賑わい創出などによる来訪者
の増加など様々な取組の下、葛飾区を発展させることが重要です。 
こうした地域課題を解決し、持続可能なまちづくりの実現を目指す取組は、ＳＤＧｓの理

念や目標と一致することから、経済・社会・環境の分野ごとにＳＤＧｓの達成に向けた方針
を定め、区民・事業者等、あらゆる関係者との連携・協働の下、快適で安心な暮らしを営ん
でいける幸せな葛飾区を創造することを目指します。 
 
本計画は、ＳＤＧｓの達成という世界的な要請に応えながら、「誰一人取り残さない」と

いう理念の下、本区の持続的な発展を目指すものです。誰もが「住んでみたい」「住んでよ
かった」「住み続けたい」という思いの下、幸せに暮らせる葛飾の実現を目指し、本区の将
来ビジョンを 
 

「持続可能な『幸せ かつしか』」 
 
と定め、本計画を推進していきます。 
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